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Q5001．杭基礎の設計計算フローについて教えて？ 

A5001．日本地工では、道路橋示方書・同解説 1)を参考に、杭基礎の設計計算フローを図 1
として考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 杭基礎の設計計算フロー 

 
杭基礎の安定照査の設計は、次の条件を満足できるように設計しております。 
① 杭頭部の軸方向反力は、杭の許容支持力以下とする。 

② 杭基礎の変位は、許容変位以下とする。 

③ 1 本の杭で支持する場合、杭軸回転方向反力は、杭の許容支持力以下とする。 

杭基礎の杭体の設計（部材照査）は、次の条件を満足できるように設計しております。 
④ 杭基礎の各部材に生じる応力度は、許容応力度以下とする。 

 

①は鉛直方向の支持力照査となります。杭基礎の場合、照査面は杭頭であり許容支持力も

杭頭における支持力となります。したがって、杭基礎では柱から杭に伝達される杭頭反力

が、許容支持力を超えないように設計します。 

②は変位量照査であり、道路附属物から決まる許容変位量と基礎から決まる許容変位量と

があります。ただし、道路附属物から決まる許容変位量の閾値は明確になっておりません。

基礎から決まる設計地面での許容水平変位量は、道路橋示方書・同解説 1)を参考とし、杭径

の 1%としております。ただし、杭径 1.5m 以下の杭基礎においては 15mm としてもよいこ

とから、許容変位量を 15mm としております。この許容変位量は常時、暴風時および地震

時も同じ値としております。 

開 始

構造諸元の設定

杭頭軸方向反力≦許容支持力
変位≦許容変位

杭軸回転方向反力≦許容支持力(単杭の場合)

杭体の設計

終 了

構造諸元の変更

OK

OK

Out

Out

http://www.chiko.co.jp/hyosiki/faq/index.html


Copyright © NIPPON CHIKO All Rights Reserved.

鋼製基礎専門サイト

③は杭軸回転方向の支持力照査となります。例えば道路標識において、1 本の杭 (単杭) で

支持する場合、その構造から杭頭に回転モーメントが生じます。そのため、単杭の場合、

柱から杭に伝達される回転モーメントが、許容回転抵抗モーメントを超えないように設計

しなければなりません。なお日本地工では、単杭の回転支持における安定照査は、土研資

料第 4226 号 2)を参考に実施しております。 

杭基礎の安定照査の具体的な設計計算例については、例えば、道路標識ハンドブック 3)

をご参考下さい。 
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